
- 1 -

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ

―
大
正
時
代
の
名
勝
指
定
の
向
こ
う
に
―

淺
川

均

は
じ
め
に

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
鉄
道
網
の
拡
充
に
象
徴
さ
れ
る
交

通
の
近
代
化
は
、
ま
だ
見
ぬ
世
界
を
人
々
の
身
近
に
た
ぐ
り
寄
せ

た
。
遠
く
へ
の
移
動
が
可
能
に
な
り
、
「
大
の
旅
好
き
」
と
評
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
日
本
人
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
り
、
旅
行

と
い
う
生
活
文
化
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
成
立
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
あ
る
一
面
を
切
り
取
っ
た
だ
け
の
時

代
評
で
は
あ
る
が
、
鉄
道
の
延
伸
は
、
風
景
美
を
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
を
可
能
に
し
た
。
一
方
で
、
鉄
路
の
響
き
は
、
未
来
に
向
か

う
希
望
の
轍
と
し
て
、
各
地
で
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
気
分
の
高
揚
に
あ
わ
せ
て
、
旅
行
や
観
光
を
基
軸
と
し
た
地
域

振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

や
が
て
、
地
域
の
未
来
予
想
も
描
き
込
ま
れ
た
、
多
種
多
様
な
、

い
わ
ゆ
る
「
案
内
書
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

街
道
沿
い
の
神
社
仏
閣
・
宿
場
・
名
物
な
ど
を
記
し
た
「
道
中
記
」

や
、
名
所
を
絵
画
的
に
表
現
し
た
「
名
所
図
会
」
な
ど
、
近
世
期

に
確
立
し
た
旅
行
案
内
書
の
世
界
が
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
も
あ

っ
た
。
明
治
以
降
の
印
刷
技
術
の
進
歩
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
多
彩

な
刊
行
物
と
し
て
世
に
送
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
県
内
有
数
の
観
光
地
長
門
峡
に
関
連
し
た
館
蔵
資

料
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
（
末
尾
に
一
覧
と
し
て
掲
載
）
、

当
時
の
景
勝
地
顕
彰
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

長
門
峡
（
ち
ょ
う
も
ん
き
ょ
う
）
の
命
名
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

八
月
、
渓
谷
の
探
勝
を
終
え
た
山
根
武
亮
と
高
島
北
海
ら
の
合
議
に
よ
る

と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
も
、
阿
武
川
上
流
渓
谷

の
呼
称
と
し
て
、
便
宜
的
に
「
長
門
峡
」
の
呼
称
を
用
い
た
場
合
も
あ
る
。

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

九
九
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一

意
識
さ
れ
は
じ
め
た
渓
谷
美

︱
長
門
峡
前
史
︱

明
治
以
前
の
長
門
峡
は
、
城
下
町
萩
を
流
れ
る
阿
武
川
上
流
の

仙
境
で
あ
り
、
絵
画
に
描
か
れ
詩
歌
に
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
の
あ

る
景
勝
地
と
し
て
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
、
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部

に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
、
徐
々
に
地
理
的
認
識
が
定
ま
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
明
治
四
十
二
年
刊
行
の
「
阿
武
郡
全
図
」

（
【【
№№
１１
】】
以
下
別
表
の
資
料
番
号
に
対
応
）
に
は
、
長
門
峡
内

の
瀑
布
名
称
等
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
渓
谷
が
、
世
間
に
認
知
さ
れ
、
人
々
の
耳
目
を
集
め
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
二
つ
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（（
一一
））
電電
源源
開開
発発
計計
画画

明
治
四
十
一
年
、
河
北
勘
七
（
山
口
出
身
の
実
業
家
、
小
野
田

セ
メ
ン
ト
製
造
株
式
会
社
二
代
目
社
長
、
の
ち
に
山
口
町
長
・
衆

議
院
議
員
）
ら
に
よ
る
水
力
発
電
計
画
立
案
に
と
も
な
い
、
阿
武

川
上
流
峡
谷
で
の
実
地
検
分
が
行
わ
れ
た
。
現
地
の
状
況
が
写
真

に
撮
影
さ
れ
、
そ
の
佳
景
が
世
に
広
ま
る
材
料
に
な
っ
た
。

調
査
に
同
行
し
た
写
真
師
は
原
田
耕
雲
（
原
田
耕
作
）
。
山
口

町
湯
田
で
営
ん
で
い
た
写
真
館
の
広
告
に
は
、
「
長
門
峡
最
初
の

撮
影
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
県
立
高
等
女
学
校
の
卒
業
記
念
写
真

帖
の
制
作
者
で
も
あ
り
、
の
ち
に
、
高
島
北
海
に
よ
る
県
内
の
景

勝
地
（
長
門
峡
、
青
海
島
、
美
祢
郡
の
鍾
乳
洞
な
ど
）
調
査
に
随

行
す
る
こ
と
に
な
る
写
真
師
で
あ
る
。

北
海
に
随
行
し
た
写
真
師
と
し
て
は
、
山
口
町
で
写
真
館
を
開

い
て
い
た
藤
井
薫
の
名
前
も
確
認
で
き
る
。
藤
井
は
、
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
十
一
月
の
防
長
新
聞
に
「
新
し
い
二
鍾
乳
洞
」
と

題
す
る
報
文
を
寄
せ
、
当
時
新
た
に
発
見
さ
れ
た
美
祢
郡
の
大
正

洞
と
中
尾
洞
を
紹
介
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
大
正
九
年
七
月
、

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
・
地
質
鉱
物
学
者
神
保
小
虎
に
よ

る
景
清
穴
の
調
査
概
要
を
防
長
新
聞
に
寄
稿
し
た
「
か
を
る
坊
」

は
藤
井
薫
と
思
わ
れ
る
）
。
『
名
勝
長
門
峡
案
内

附
佐
々
連
の
鍾

乳
洞
』
【【
№№

】】
の
編
纂
や
絵
葉
書
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
る
。

1177

明
治
末
期
は
、
水
力
に
よ
る
電
源
開
発
が
、
全
国
的
に
推
進
さ

れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
県
内
で
も
、
阿
武
郡
内
の
阿
武
川
や
大
井

川
で
の
水
力
発
電
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
阿
武
川
に
関
し
て
は
、

本
流
に
注
ぎ
込
む
生
雲
川
や
蔵
目
喜
川
の
豊
富
な
流
水
が
注
目
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
急
峻
嶮
岨
な
谷
あ
い
で
の
水
路
設
置
や

発
電
所
建
設
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
〇
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複
数
の
水
利
使
用
願
か
ら
も
、
数
度
に
わ
た
る
設
計
プ
ラ
ン
の
変

更
（
取
水
口
や
発
電
所
設
置
場
所
の
変
更
）
を
確
認
で
き
る
。

こ
の
発
電
計
画
に
は
、
河
北
を
は
じ
め
、
山
田
桃
作
・
庄
晋
太

郎
・
賀
田
金
三
郎
・
大
岡
育
造
な
ど
、
県
ゆ
か
り
の
起
業
家
や
政

治
家
が
発
起
人
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
た
。
電
源
開
発
事
業
は

発
電
の
み
な
ら
ず
、
安
定
し
た
電
力
需
要
確
保
の
た
め
に
県
域
を

越
え
た
広
範
囲
へ
の
送
電
や
供
給
エ
リ
ア
の
高
度
な
工
業
化
（
当

時
は
化
学
工
業
）
を
必
須
要
件
と
し
た
総
合
開
発
事
業
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
、
大
が
か
り
な
体
制
の
編
成
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
阿

武
川
水
電
事
業
も
、
最
終
的
に
は
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
総
帥
野

口
遵
の
指
揮
下
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
阿
武
川
水
力
発
電
所
の
完

し
た
が
う

成
は
大
正
十
二
年
四
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

「
水
利
使
用
一
件
」
【【
№№
２２
】】
に
綴
じ
込
ま
れ
た
い
く
つ
か
の

計
画
図
面
に
は
、
長
門
峡
内
の
瀑
布
や
渓
谷
の
名
称
が
書
き
加
え

ら
れ
て
お
り
、
電
源
開
発
を
契
機
と
し
て
、
阿
武
川
上
流
渓
谷
へ

の
地
理
的
認
識
が
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

水
力
発
電
所
の
置
か
れ
た
阿
武
郡
川
上
村
阿
良
谷
は
阿
武
川
ダ

ム
（
昭
和
五
十
年
完
工
）
の
ダ
ム
湖
に
水
没
。
蔵
目
喜
川
が
流
れ

込
む
金
郷
出
合
の
江
毛
九
郎
堰
に
、
当
時
の
取
水
口
の
構
造
物
が

そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

（（
二二
））
外外
国国
人人
のの
みみ
たた
渓渓
谷谷
美美

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八
月
、
吉
敷
郡
小
郡
町
の
県
立
農
業

学
校
を
会
場
に
、
県
教
育
会
主
催
の
夏
期
講
習
会
が
開
か
れ
た
。

期
間
中
の
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
山
口
県
教
育
会
総
会
で

は
、
山
口
高
等
商
業
学
校
のG

eorge
E
dw

ard
L
uckm

an
G
auntlett

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
よ
る
「
秋
吉
瀧
洞
探
検
談
」
と
題
す
る
学
術
講

演
が
行
わ
れ
た
。
翌
日
に
計
画
さ
れ
て
い
た
秋
吉
瀧
洞
（
現
秋
芳

洞
）
の
学
術
探
勝
に
備
え
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

秋
吉
瀧
洞
・
景
清
穴
・
台
山
（
秋
吉
台
）
の
概
要
を
紹
介
、
地

質
学
的
な
特
色
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、
景
勝
地
探
勝
の
魅
力
を

熱
弁
し
、
阿
武
川
上
流
の
渓
谷
美
に
つ
い
て
「
天
下
無
比
」
「
佳

絶
な
景
色
」
「
耶
馬
溪
以
上
」
と
激
賞
。
郷
土
愛
の
醸
成
に
好
適

な
自
然
美
で
あ
る
こ
と
を
も
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
将
来

の
鉄
道
延
伸
を
見
越
し
て
、
渓
谷
の
観
光
地
化
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
公
的
な
景
勝
地
保
護
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
講
演
は
、
防
長
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
（
八
月
二
十
日
か
ら

二
十
九
日
）
ほ
か
、
防
長
教
育
会
機
関
誌
『
防
長
教
育
』
第
四
五

四
号(

大
正
元
年
九
月
発
行
）
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

英
国
王
立
地
学
協
会
員
で
も
あ
っ
た
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
は
、
明
治

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
一
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四
十
年
（
一
九
〇
七
）
九
月
に
金
沢
第
四
高
等
学
校
か
ら
山
口
に

英
語
教
師
と
し
て
着
任
（
大
正
五
年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
に
転

任
）
、
休
日
に
は
、
自
ら
の
地
理
的
興
味
や
旅
行
趣
味
に
よ
り
、

頻
繁
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
、
山
口
周
辺
の
山
容
や
谷
間
を
彩

る
滝
の
織
り
な
す
風
景
を
堪
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
口
着

任
翌
年
の
夏
以
降
、
避
暑
も
か
ね
て
阿
武
川
上
流
渓
谷
の
探
勝
を

繰
り
返
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

「
英
国
で
は
其
国
の
地
理
を
よ
く
知
る
も
の
は
外
国
人
で
あ
る

と
も
う
し
ま
す
」
、
講
演
の
冒
頭
で
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
識
者
に
は
、
土
地
の
人
よ
り

は
他
郷
人
、
異
な
る
目
線
や
価
値
観
が
、
そ
の
土
地
固
有
の
文
化

と
美
の
発
見
を
も
た
ら
す
と
の
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
美
を
日
本
国
内
に
広
め
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
鉱
山
技
師W
illiam

G
ow

land

ゴ
ー
ラ
ン
ド
（
「
日

本
考
古
学
の
父
」
と
し
て
も
高
名
）
や
、
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師

W
alter

W
eston

ウ
エ
ス
ト
ン
（｢

日
本
ア
ル
プ
ス
の
父｣

と
呼
ば
れ

る
）
で
あ
っ
た
。

当
時
は
、
九
州
の
耶
馬
溪
が
国
内
の
渓
谷
美
の
代
名
詞
で
あ
っ

た
。
各
地
の
渓
谷
は
、
多
く
の
場
合
「
○
○
の
耶
馬
溪
」
と
称
さ

れ
て
い
た
。
長
門
峡
の
場
合
も
「
長
門
耶
馬
溪
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
や
そ
の
周
辺
の
外
国
人
教
師
は
、

峡
谷
を
意
味
す
る
英
語gorge

を
用
い
て
、「
阿
武
川
ゴ
ー
ジ
」「
御

堂
原
ゴ
ー
ジ
」
と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
は
、
こ
の
講
演
に
阿
武
川
上
流
渓
谷
の
写
真
を

持
参
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
講
演
録
連
載
期
間
中
の
八
月
二
十
六

日
の
防
長
新
聞
に
は
「
阿
武
郡
生
雲
村
の
瀧
／
発
電
所
建
設
予
定

／
原
版
山
口
湯
田
エ
ッ
チ
写
真
館
寄
贈
」
と
す
る
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

二

永
見
貞
一
の
探
勝

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
七
月
、
陰
陽
連
絡
鉄
道
（
山
口
線
）

山
口
・
篠
目
間
の
開
通
に
あ
わ
せ
て
、
防
長
新
聞
紙
上
に
近
傍
の

景
勝
地
と
し
て
阿
武
川
上
流
の
峡
谷
を
紹
介
し
た
「
長
門
耶
馬
溪

の
探
勝
」
と
題
す
る
紀
行
文
が
連
載
さ
れ
た
（
七
月
一
日
か
ら
八

日
ま
で
）
。

こ
れ
は
、
終
着
駅
（
篠
目
駅
）
の
所
在
す
る
篠
生
村
や
阿
武
郡

か
ら
の
要
請
を
受
け
た
防
長
新
聞
社
が
、
記
者
を
長
門
峡
現
地
に

特
派
し
た
も
の
で
、
集
客
を
目
的
と
し
て
地
元
が
選
択
し
た
メ
デ

ィ
ア
戦
略
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
二
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山
口
線
の
敷
設
に
は
、
陰
陽
連
絡
に
加
え
て
、
と
も
に
兵
営
地

で
あ
っ
た
島
根
県
浜
田
と
山
口
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
軍
事
上
の

重
要
な
要
請
が
あ
っ
た
。

仁
保
・
篠
目
間
は
、
急
勾
配
で
長
大
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
す
る
こ

と
か
ら
、
開
通
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
区
間
で
あ
っ
た
。
以
後
の

鉄
路
の
確
実
な
維
持
の
た
め
に
も
、
安
定
的
な
旅
客
収
入
が
必
要

と
さ
れ
、
鉄
道
省
の
側
で
も
、
集
客
の
目
玉
と
し
て
、
路
線
近
傍

の
景
勝
地
を
観
光
地
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
た
。
阿
武
郡
や
篠
生
村
が
、
地
域
の
近
代
化
の
起
爆
剤
と
し
て

鉄
道
開
通
を
ま
た
と
な
い
好
機
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
も
事
実
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
国
家
の
意
向
や
地
域
の
動
向
を
支
え
る
世
論

を
「
筆
の
力
」
で
展
開
さ
せ
る
こ
と
は
、
「
社
会
の
公
器
」
を
標

榜
す
る
新
聞
社
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

連
載
の
筆
者
で
あ
る
永
見
華
北
（
貞
一
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和

戦
前
期
の
防
長
新
聞
で
、
社
会
部
記
者
と
し
て
健
筆
を
揮
っ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
一
時
期
、
防
長
新
聞
を
辞
し

て
防
長
実
業
新
聞
の
発
行
に
も
携
わ
っ
て
い
た
が
、
復
社
後
は
総

務
局
長
と
し
て
社
務
の
統
括
に
も
あ
た
り
、
昭
和
十
年
代
の
防
長

新
聞
を
牽
引
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
取
締
役
・
支
配
人
と
し

て
「
一
県
一
紙
」
の
新
聞
統
制
政
策
に
よ
る
防
長
新
聞
社
清
算
の

時
を
迎
え
（
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四
二
〉
）
、
『
防
長
新
聞
六
十
年

史
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
。

交
通
網
が
未
整
備
で
あ
っ
た
当
時
、
「
ま
だ
見
ぬ
土
地
」
を
知

り
た
い
と
い
う
世
間
の
願
望
は
、
新
聞
記
者
の
現
地
踏
査
に
基
づ

い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

永
見
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
新
聞
記
者
や
文
筆
家
に
よ
る
紀
行

文
に
は
、
漢
籍
や
地
理
学
の
知
識
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
イ

メ
ー
ジ
の
中
で
読
者
を
現
地
へ
と
誘
う
。

永
見
は
、
長
門
耶
馬
溪
の
ほ
か
に
も
、
大
正
五
年
に
は
玖
珂
郡

の
北
部
山
地
と
錦
川
流
域
、
大
正
六
年
に
は
萩
六
島
と
見
島
の
現

地
踏
査
を
実
施
。
地
勢
の
紹
介
に
加
え
て
、
人
情
・
風
俗
・
伝
説

な
ど
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ
て
、
前
者
を
「
周
防
ア
ル
プ
ス
」
、
後

者
を
「
日
本
海
の
孤
島
」
と
題
し
て
新
聞
紙
上
に
報
告
し
て
い
る
。

同
じ
頃
、
防
長
新
聞
記
者
桜
井
風
浪(

悌
三)

に
よ
る
周
防
大
島
と

平
郡
島
・
祝
島
な
ど
そ
の
周
辺
島
嶼
部
の
探
訪
も
実
施
さ
れ
、
そ

の
景
趣
は
「
周
防
の
多
島
海
」
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
聞
に
よ
る
こ
う
し
た
情
報
伝
達
は
「
筆
征
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
「
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
「
あ
ま
り
詳
し
く
は
知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
世
間
の

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
三



- 6 -

認
識
の
空
隙
を
埋
め
る
役
割
を
活
字
が
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
う
し
た
紀
行
文
に
は
、
急
峻
・
嶮
岨
・
隔
絶
・
探
検

な
ど
の
言
葉
が
踊
り
、
辿
り
着
く
こ
と
や
探
し
当
て
る
こ
と
に
、

場
合
に
よ
っ
て
は
「
鍛
錬
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

辛
苦
の
克
服
の
向
こ
う
側
に
こ
そ
、
近
代
社
会
に
と
っ
て
有
益
な

桃
源
郷
や
理
想
郷
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
場
所
に
秘
め
ら

れ
た
物
心
両
面
の
富
源
が
社
会
の
さ
ら
な
る
進
歩
を
可
能
に
す
る

と
い
う
、
当
時
の
「
新
し
い
世
界
」
の
受
け
入
れ
方
が
濃
厚
に
凝

縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

永
見
に
よ
る
長
門
耶
馬
溪
探
勝
の
紀
行
文
で
は
、
水
流
や
岩
肌

や
山
容
の
繰
り
広
げ
る
奇
景
絶
勝
が
筆
の
力
に
よ
り
美
し
く
修
辞

さ
れ
て
お
り
、
冒
険
心
を
心
地
よ
く
く
す
ぐ
る
。

こ
う
し
た
紀
行
文
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
各
地

で
語
り
継
が
れ
て
い
た
伝
承
の
数
々
で
あ
っ
た
（
長
門
峡
の
案
内

書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
【
№
６
】
参
照
）
。

奇
境
怪
話
と
も
称
さ
れ
た
こ
の
種
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
「
た
た

ら
」
「
古
戦
場
」
「
敗
れ
し
も
の
」
「
落
人
」
「
か
く
れ
里
」
「
東
大

寺
再
建
」｢

義
民｣

「
雪
舟｣

な
ど
、
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
テ
ー

マ
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
連
綿
と
息
づ
く
各
地
の
営
み
の

歴
史
を
豊
か
に
演
出
す
る
エ
ッ
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

三

軍
人
の
影
響
力

（（
一一
））
山山
根根
武武
亮亮
とと
高高
島島
北北
海海
にに
よよ
るる
長長
門門
峡峡
探探
勝勝

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
八
月
八
日
か
ら
三
日
間
、
陸
軍
中
将

男
爵
に
し
て
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
山
根
武
亮
と
、
画
壇
の
巨
匠

と
呼
ば
れ
林
学
地
質
学
に
も
通
じ
て
い
た
高
島
北
海
（
得
三
）
に

よ
る
阿
武
川
上
流
渓
谷
の
探
勝
が
敢
行
さ
れ
た
。
二
人
は
と
も
に

萩
出
身
、
藩
校
明
倫
館
以
来
の
知
己
で
あ
っ
た
。

渓
谷
を
目
の
当
た
り
に
し
た
北
海
は
、
当
時
の
防
長
新
聞
ほ
か

に
よ
れ
ば
、「
凝
灰
岩
の
耶
馬
溪
に
比
べ
て
火
成
岩
の
生
雲
渓
（
＝

長
門
峡
）
は
雄
大
で
武
人
的
」「
峡
谷
の
美
景
と
し
て
は
日
本
一
」

と
絶
賛
、
雄
大
豪
壮
な
風
景
を
「
危
崕
・
峭
壁
・
激
流
・
飛
瀑
・

碧
潭
の
千
変
万
化
」
と
表
現
し
て
、
「
只
恍
惚
」
「
人
を
麻
痺
せ

し
む
」
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
探
勝
が
、
景
勝
地
長
門
峡
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
揺
る
ぎ
の
な

い
も
の
に
し
た
。
保
勝
会
の
結
成
、
探
勝
路
の
整
備
（
北
海
の
絵

筆
に
す
が
る
資
金
捻
出
）
な
ど
、
集
客
や
知
名
度
向
上
の
た
め
の

手
立
て
が
次
々
と
講
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
二
年

三
月
、
長
門
峡
は
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
四



- 7 -

（（
二二
））
山山
根根
武武
亮亮
とと
国国
司司
精精
造造

長
門
峡
開
発
に
関
し
て
は
、
高
島
北
海
の
名
前
に
圧
倒
さ
れ
て

陰
に
隠
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
山
根
武
亮
の
存
在
も
見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
生
ま
れ
の
山
根
は
、
日
清
戦
争
時
に

は
寺
内
正
毅
と
と
も
に
広
島
大
本
営
兵
站
督
部
に
配
属
さ
れ
、
そ

の
後
、
佐
世
保
と
下
関
の
要
塞
司
令
官
、
近
衛
師
団
長
を
歴
任
、

日
露
戦
争
で
の
軍
功
に
よ
り
金
鵄
勲
章
を
受
章
し
た
。

長
州
出
身
の
山
根
は
、
陸
軍
に
あ
っ
て
鉄
道
敷
設
に
大
き
な
影

響
力
を
も
つ
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
長
門
峡
の
顕
彰
を

目
論
ん
だ
阿
武
郡
長
岡
村
勇
二
は
、
山
根
に
対
し
て
、
高
島
北
海

へ
の
橋
渡
し
以
上
の
、
政
治
的
な
影
響
力
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
長
門
峡
の
価
値
づ
け
を
政
策
展
開
に
ど
の
よ
う
に

昇
華
さ
せ
て
い
く
の
か
、
行
政
官
に
と
っ
て
、
山
根
の
存
在
は
精

神
的
な
支
柱
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

岡
村
勇
二
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
、
萩
に
お
い
て
山

根
と
面
会
、
長
門
峡
の
価
値
を
知
る
人
物
と
し
て
明
倫
小
学
校
訓

導
藤
本
瀧
江
を
紹
介
し
て
い
る
（
藤
本
は
、
古
典
や
地
理
に
通
じ
、

長
門
峡
及
び
そ
の
近
傍
の
伝
承
を
大
正
九
年
十
月
の
防
長
新
聞
紙

上
で
連
載
し
て
い
る
【【
№№
６６
】】
）
。

阿
武
川
上
流
の
長
門
峡
入
口
に
あ
た
る
御
堂
原
飯
の
山
に
は
、

山
根
揮
毫
に
よ
る｢

長｣
｢

門｣
｢

峡｣

の
文
字
を
刻
ん
だ
三
枚
の
板
石

が
探
勝
者
を
迎
え
入
れ
る
【【
№№

】】
。

1100

長
門
峡
の
観
光
開
発
と
い
う
地
域
振
興
策
は
、
周
辺
地
域
に
も

影
響
を
与
え
た
。
山
口
町
で
も
長
門
峡
探
勝
者
の
増
加
を
期
待
し

て
、
大
正
十
年
五
月
、
長
門
峡
共
楽
会
が
発
足
し
た
。
会
長
の
任

に
あ
た
っ
た
の
が
陸
軍
少
将
国
司
精
造
で
あ
る
。
共
楽
会
は
立
永

勝
三
郎
経
営
の
三
星
社
（
宮
野
村
折
本
）
に
事
務
所
を
置
き
、
探

勝
道
の
補
修
、
休
憩
設
備
の
充
実
、
阿
武
川
右
岸
へ
の
渡
船
の
配

備
、
遊
漁
設
備
の
整
備
な
ど
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
も
力

が
注
が
れ
た
の
が
、
湯
の
瀬
で
の
旅
館
「
萬
碧
楼
」
の
経
営
で
あ

っ
た
。
湯
の
瀬
は
長
門
峡
上
流
部
の
御
堂
原
と
下
流
部
の
高
瀬
（
萩

へ
向
け
て
の
阿
武
川
川
下
り
の
起
点
）
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
位
置

す
る
古
く
か
ら
の
湯
治
場
で
あ
り
、
本
格
的
な
宿
泊
施
設
の
開
業

が
渇
望
さ
れ
て
い
た
（
大
正
十
年
八
月
十
日
拡
充
開
業
）
。

国
司
精
造
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
長
州
藩
士
兼
重
慎
一

の
実
子
と
し
て
吉
敷
郡
矢
原
朝
田
村
に
誕
生
、
画
家
兼
重
暗
香
の

異
母
兄
に
あ
た
る
。
陸
軍
士
官
学
校
で
は
田
中
義
一
と
同
期
に
あ

た
り
、
日
露
戦
争
で
の
軍
功
に
よ
り
金
鵄
勲
章
を
受
章
。
大
正
期

に
予
備
役
と
な
っ
て
山
口
に
帰
郷
し
た
後
は
、
武
学
生
養
成
所
所

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
五
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た
せ
、
知
名
度
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
。

神
保
や
井
上
は
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
（
明
治
四

十
四
年
〈
一
九
一
一
〉
結
成
、
会
長
徳
川
頼
倫
）
の
役
員
（
常
務

委
員
・
評
議
員
）
に
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
長
門
峡
の
顕
彰
・
保

護
に
つ
い
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
な
お
、
彼
ら
の
現
地
探
勝
に
は
、
多
く
の
場
合
、

高
島
北
海
が
同
行
し
て
い
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
に
は
、
山
口
師
範
学
校
で
東

京
地
学
協
会
（
会
長
は
神
保
小
虎
）
主
催
の
学
術
講
演
会
が
開
か

れ
、
そ
の
後
、
長
門
峡
の
学
術
視
察
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、

「
長
門
峡
に
就
い
て
」
と
題
す
る
基
調
講
演
に
よ
り
、
長
門
峡
の

開
発
顕
彰
の
歴
史
や
地
質
学
上
の
特
色
を
紹
介
し
た
の
が
、
防
長

新
聞
社
の
副
社
長
で
あ
り
主
筆
で
あ
っ
た
原
田
豊
次
郎
（
紀
堂
）

で
あ
る
（
こ
の
講
演
は
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
【【
№№

】】
）
。

1155

下
関
出
身
の
原
田
豊
次
郎
は
東
京
帝
国
大
学
政
治
学
科
を
経
て
、

中
央
新
聞
（
社
主
は
豊
浦
郡
小
串
出
身
の
大
岡
育
造
）
入
社
、
朝

鮮
京
城
日
報
で
主
筆
と
し
て
論
説
を
担
当
、
東
京
朝
日
新
聞
在
籍

後
、
大
正
六
年
九
月
の
防
長
新
聞
大
拡
張
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
社
運

を
託
さ
れ
た
気
鋭
の
論
客
で
あ
っ
た
。

こ
の
講
演
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
二
年
一
月
、
川

上
村
高
瀬
北
方
の
佐
々
連
川
上
流
で
新
た
な
鍾
乳
洞
が
発
見
さ
れ

さ

ざ

れ

て
い
た
（
佐
々
連
洞
、
観
音
窟
な
ど
複
数
）
。
五
月
一
日
に
は
開

洞
式
が
挙
行
さ
れ
、
観
光
開
発
が
大
い
に
期
待
さ
れ
た
。
川
上
村

高
瀬
小
学
校
長
張
忠
一
が
発
見
の
功
労
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
高
島
北
海
に
よ
る
探
勝
、
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
員

岩
根
又
重
、
地
質
学
者
神
保
子
虎
に
よ
る
現
地
詳
細
調
査
も
済
ま

せ
て
、
文
化
財
と
し
て
の
国
指
定
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
調
査
資
料
の
散
逸
、
翌
年
の

神
保
子
虎
の
急
逝
の
た
め
、
世
間
に
知
れ
渡
る
一
歩
手
前
で
そ
の

途
を
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
【【
№№

】】
）
。

1177

（（
二二
））
長長
門門
峡峡
をを
情情
緒緒
的的
にに
とと
らら
ええ
るる

景
勝
地
は
、
絵
画
に
描
か
れ
、
詩
歌
に
詠
ま
れ
、
道
中
記
や
紀

行
文
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
そ
の
存
在
が
広
く

知
れ
渡
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

科
学
的
な
実
証
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
は
い

え
、
景
勝
地
の
顕
彰
や
保
護
に
あ
た
っ
て
は
文
学
的
由
緒
や
歌
枕

的
な
名
所
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
情
緒
的
な
視
点
を
完
全
に
ぬ
ぐ

い
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

実
証
的
・
学
問
的
な
と
ら
え
方
と
情
緒
的
な
と
ら
え
方
の
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
の
上
に
景
勝
地
の
顕
彰
は
成
り
立
っ
て
い
た
。

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
〇
七



長
門
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顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
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淺
川
）
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〇
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長
門
峡
が
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彰
さ
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た
こ
ろ
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淺
川
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張
り
巡
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
理
解
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
「
渓
谷
美
の
名
所
化
」
「
観
光
地
の
創
出
」
と
い
う
地
域
振

興
の
ベ
ク
ト
ル
の
出
現
で
あ
る
。

し
か
し
、
長
門
峡
開
発
に
関
す
る
阿
武
郡
長
岡
村
勇
二
や
篠
生

村
長
口
羽
順
蔵
の
述
懐
か
ら
は
、
別
の
世
界
観
や
価
値
観
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
顕
彰
作
業
を
通
じ
て
、
阿
武
郡
内
陸
部
に

と
っ
て
の
長
門
峡
の
存
在
意
義
を
地
元
で
共
有
し
よ
う
と
い
う
指

向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
地
域
の

自
己
主
張
」
と
も
い
う
べ
き
意
思
表
示
で
あ
る
。

長
門
峡
を
地
域
資
産
と
し
て
意
識
す
る
作
業
は
、
「
近
世
の
城

下
町
で
あ
る
萩
」
以
外
の
阿
武
郡
域
、
近
代
の
阿
武
郡
内
陸
部
に

と
っ
て
の
「
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
確
立
す
る
作
業
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
長
門
峡
を
、
阿
武
郡
に
と
っ
て

の
富
源
（
＝
地
域
資
産
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
認
識
が
、
阿
武
郡
長
岡
村
勇
二
ら
に
よ
る
山
根
武
亮

や
高
島
北
海
の
招
聘
を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
、
両
名
の
後
押
し
に

よ
る
す
み
や
か
な
保
勝
会
発
足
、
そ
の
後
の
長
門
峡
開
発
に
結
び

つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（（
二二
））
地地
方方
改改
良良
とと
長長
門門
峡峡
顕顕
彰彰

日
露
戦
後
、
国
力
充
実
を
目
標
に
高
唱
さ
れ
た
の
が
地
方
改
良

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
の
要
目
の
一
部
と
し
て
国
民
教
化
や

地
域
振
興
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
勝
地
の
顕
彰
や
保

存
に
つ
い
て
関
心
が
深
ま
っ
て
い
く
。
植
物
学
者
三
好
学
や
鉱
物

学
者
神
保
小
虎
な
ど
、
自
然
科
学
研
究
の
立
場
か
ら
の
強
い
は
た

ら
き
か
け
の
影
響
も
あ
っ
て
、
勝
地
に
つ
い
て
、
「
日
本
固
有
の

風
景
」
と
い
う
新
た
な
価
値
判
断
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
加
え
ら
れ
て

い
く
。
郷
土
の
特
徴
を
自
然
の
面
か
ら
照
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
独
自
性
に
基
づ
い
た
地
域
振
興
策
を
う
ち
た
て
る
と
い
う

道
筋
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
口
県
に
あ
っ
て
も
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
、

翌
年
四
月
の
郡
市
長
集
会
で
の
知
事
訓
示
事
項
と
し
て
「
史
蹟
勝

地
記
念
物
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
件
」
（
後
者
で
は
「
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
等
ノ
調
査
保
存
ニ
関
ス
ル
件
」
）
が
当
時
の
政
策
上
の

新
た
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

景
勝
地
の
顕
彰
保
護
に
関
し
て
は
、
「
比
類
少
き
性
質
の
も
の

を
貴
ぶ
」
と
す
る
学
術
的
な
価
値
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

一
方
で
、
「
郷
土
や
国
土
の
美
を
保
護
す
る
こ
と
で
愛
郷
心
や
愛

国
心
を
育
成
す
る
」
「
風
教
を
維
持
し
て
品
性
を
陶
冶
す
る
」
と

い
っ
た
よ
う
な
精
神
面
に
訴
え
る
論
調
を
帯
び
て
く
る
。

国
力
充
実
の
た
め
に
は
愛
国
心
の
薫
育
が
必
要
で
あ
る
と
の
理

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
一
〇
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由
か
ら
、
愛
郷
心
を
育
む
こ
と
こ
そ
が
愛
国
心
の
醸
成
に
つ
な
が

る
こ
と
、
そ
の
媒
介
と
し
て
「
歴
史
・
風
景
の
美
、
天
然
記
念
物
」

に
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
す
る
考
え
方
が
大
き

な
う
ね
り
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
底
流
に
あ
っ
た
の
は
、
揺
る
ぎ

な
い
帝
国
主
義
の
確
立
に
は
、
愛
国
心
や
郷
土
愛
を
も
っ
た
国
民

の
創
出
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
国
民
教
化
の
理
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
念
の
敷
衍
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、

明
治
四
十
四
年
に
設
立
さ
れ
た
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会

に
よ
る
旺
盛
な
啓
蒙
活
動
で
あ
っ
た
。
会
報
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
』
の
紙
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
歴
史
・
風
景
の
美
、
天
然

記
念
物
」
の
顕
彰
保
護
に
関
す
る
論
調
は
、
地
方
改
良
運
動
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

常
務
委
員
と
し
て
、
保
存
協
会
の
理
念
形
成
に
か
か
わ
っ
た
医

学
博
士
三
宅
秀
（
貴
族
院
議
員
）
は
、
地
方
改
良
運
動
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
中
央
報
徳
会
の
機
関
誌
『
斯
民
』
第
八

編
第
四
号
（
大
正
二
年
〈
一
九
一
三
〉
）
の
紙
上
に
お
け
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
を
保
護
せ
よ
」
と
題
す
る
報
告
の
中
で
、「
生

ま
れ
故
郷
他
国
に
優
り
勝
れ
て
居
る
点
を
十
分
に
知
ら
し
む
る
事

は
、
自
国
を
敬
ひ
、
愛
国
心
を
養
成
す
る
所
以
」
と
し
て
、
郷
土

地
理
の
研
究
を
推
奨
す
る
言
説
を
展
開
し
て
い
る
。

日
露
戦
後
の
日
本
社
会
は
、
多
大
な
戦
費
出
費
が
も
た
ら
し
た

財
政
的
な
行
き
詰
ま
り
の
影
響
の
た
め
閉
塞
感
に
満
ち
た
も
の
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
し
わ
寄
せ
は
地
方
社
会
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
、

経
済
的
な
事
情
に
よ
る
離
村
人
口
の
増
大
、
そ
れ
に
と
も
な
う
地

方
社
会
の
崩
壊
の
兆
候
が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

地
方
改
良
の
旗
印
の
下
で
、
直
接
的
に
財
政
再
建
（
財
政
支
出
の

抑
制
と
経
済
基
盤
の
整
備
）
に
よ
る
国
力
強
化
が
強
調
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
編
み
出
さ
れ
た
の
が
、

郷
土
愛
に
す
が
っ
て
離
村
に
よ
る
農
村
崩
壊
を
防
ぎ
、
国
力
の
回

復
充
実
を
も
た
ら
す
と
い
う
観
念
的
な
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
理
念
の
も
と
で
急
浮
上
・
肥
大
化
し
て
き
た
の
が
、
由
緒
に

裏
付
け
ら
れ
た
史
蹟
保
存
で
あ
り
人
物
顕
彰
で
あ
っ
た
。
勝
地
や

景
観
の
保
護
に
つ
い
て
も
、
学
術
的
な
側
面
が
意
識
さ
れ
つ
つ
も
、

「
郷
土
愛

→
愛
国
心
」
と
い
う
国
民
教
化
策
の
側
面
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

勝
地
や
記
念
物
の
顕
彰
保
護
を
支
え
る
便
利
な
概
念
と
し
て
、

当
時
盛
ん
に
援
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ド
イ
ツ
発
祥
と
さ
れ
る
「
郷

土
保
護
」
の
論
理
で
あ
っ
た
。
勝
景
・
天
然
記
念
物
・
古
建
築
・

風
俗
・
言
語
な
ど
に
つ
い
て
、
学
術
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

国
民
に
精
神
的
影
響
を
与
え
る
郷
土
の
空
間
構
成
要
素
と
し
て
の

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）

一
一
一
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価
値
を
見
出
し
て
保
護
を
加
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

誰
も
が
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
美
の
も
た
ら

す
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
感
動
、
識
者
に
よ
る
学
術
的
な
高
評
価
、
国
家

に
よ
る
地
方
改
良
の
理
念
や
意
図
、
ど
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
た
の
か
を
推
し
量
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
長
門
峡

の
顕
彰
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
き
、
底
流
に
渦
巻
い
て
い
た
「
時

代
の
影
」
を
意
識
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

（（
三三
））
勝勝
地地
開開
発発
とと
朝朝
鮮鮮
金金
剛剛
山山

高
島
北
海
が
長
門
峡
の
開
発
の
恩
人
と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は

長
門
峡
探
勝
路
へ
の
寄
附
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
て
い
る
。

北
海
は
農
商
務
省
山
林
局
な
ど
で
要
職
を
歴
任
、
フ
ラ
ン
ス
で

地
質
学
と
森
林
学
を
習
得
、
官
を
辞
し
た
後
に
は
、
画
家
と
し
て
、

自
然
科
学
の
知
識
と
南
画
の
伝
統
的
な
味
わ
い
の
融
和
を
視
覚
的

に
表
現
し
た
人
物
で
あ
る
。

北
海
が
重
視
し
た
の
が
旅
行
体
験
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
「
天

然
物
の
写
生
を
な
し
て
造
物
者
と
親
密
の
交
際
を
す
る
の
が
第

一
」
と
す
る
北
海
の
言
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
「
①

普
く
物
体
を
写
生
す
る
こ
と

②
地
質
学
動
物
学
植
物
学
等
の
書

を
読
む
で
天
然
物
の
状
態
性
質
を
察
知
す
る
こ
と

③
物
理
学
の

大
意
を
知
る
こ
と

④
詩
歌
の
書
を
読
む
こ
と

⑤
時
々
旅
行
す
る

こ
と
」
を
要
件
と
し
て
掲
げ
、
「
写
生
す
る
中
に
も
其
物
の
美
を

発
見
す
る
こ
と
に
心
が
け
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
物
体
の
性
質
を
研
究

す
る
中
に
は
其
美
が
分
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
自
然
美
に
向
き
合

う
北
海
の
姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
（
『
美
術
新
報
』
第
二
巻
第

一
四
号
〈
明
治
三
十
六
年
〉
所
収
の｢

東
洋
画
に
就
て｣

）
。
現
地

を
訪
れ
、
岩
石
や
流
水
、
山
容
や
植
生
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
深
山

幽
谷
の
美
を
堪
能
す
る
、
そ
の
う
え
で
、
科
学
的
な
観
察
が
も
た

ら
し
た
目
線
と
、
南
画
に
漂
う
伝
統
的
な
目
線
を
織
り
交
ぜ
て
風

景
画
と
し
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
、
北
海
を

阿
武
川
上
流
の
渓
谷
美
の
探
勝
へ
と
誘
い
、
長
門
峡
の
命
名
へ
と

繋
が
っ
た
。
北
海
は
、
長
門
峡
の
特
色
を
述
べ
た
談
話
の
中
で
も

「
事
実
が
物
を
言
い
ま
す
」
と
の
言
葉
を
遺
し
て
お
り
、
現
地
踏

査
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

長
門
峡
探
勝
後
の
北
海
は
、
青
海
島
・
石
柱
渓
・
須
佐
湾
な
ど
、

郷
土
の
名
勝
の
開
発
（
国
の
名
勝
指
定
）
に
情
熱
を
傾
注
す
る
。

若
き
日
に
滞
欧
経
験
を
持
つ
北
海
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
年
代

以
降
、
北
米
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
、
中
国
揚
子
江
流
域
な
ど
に
も
足
を

運
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
長
門
峡
を
訪
れ
る
直
前
の
大
正
六
年
、

朝
鮮
半
島
の
金
剛
山
を
も
踏
破
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
見
聞
は

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）
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「
朝
鮮
金
剛
山
真
景
図
」
（
大
正
六
年
）
、
「
朝
鮮
金
剛
山
万
物
相

関
図
」
（
大
正
八
年
）
、
「
朝
鮮
金
剛
山
真
景
」
（
大
正
九
年
）
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

金
剛
山
（
単
一
の
山
の
呼
称
で
は
な
く
、
複
数
の
山
嶺
の
総
称
）

は
朝
鮮
半
島
の
代
表
的
な
名
山
で
あ
る
。
名
山
と
い
う
場
合
に
は
、

奇
岩
や
流
水
の
織
り
な
す
景
勝
美
が
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、

霊
峰
と
し
て
何
か
し
ら
の
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
神
秘
性
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
。

植
民
地
時
代
、
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
が
「
東
洋
一
の
絶
勝
」
と

●

●

●

し
て
観
光
開
発
に
着
手
。
交
通
網
整
備
（
京
城
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

を
重
視
し
た
道
路
改
良
や
鉄
道
敷
設
）
、
宿
泊
施
設
整
備
に
乗
り

出
し
た
。
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
と
い
う
開
発

の
全
貌
を
資
料
や
記
録
に
基
づ
い
て
正
確
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
難

し
い
う
え
、
植
民
地
政
府
に
よ
る
近
代
化
の
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
理
解
や
評
価
に
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
が
、

最
終
的
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
・
ス
キ
ー
場
・
ゴ
ル
フ
場
・

海
水
浴
場
・
宿
泊
施
設
を
と
も
な
っ
た
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
が
形
成

さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

金
剛
山
の
佳
景
を
広
め
る
た
め
に
、
朝
鮮
総
督
府
の
主
導
に
よ

り
、
日
本
国
内
の
文
人
や
画
家
が
積
極
的
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
。

彼
ら
の
賞
揚
は
、
詩
歌
・
小
説
・
絵
画
な
ど
の
作
品
に
反
映
さ
れ
、

景
勝
地
金
剛
山
の
存
在
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

著
名
人
の
賞
揚
に
よ
り
ス
テ
イ
タ
ス
を
あ
げ
て
い
く
と
い
う
手

法
も
含
め
、
い
わ
ば
国
内
の
景
勝
地
開
発
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し

て
朝
鮮
金
剛
山
開
発
は
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

北
海
の
基
本
姿
勢
と
し
て
紹
介
し
た
「
科
学
知
識
と
南
画
の
味

わ
い
の
融
和
」
と
は
、
「
近
代
的
な
も
の
と
伝
統
的
な
も
の
の
融

和
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
が
、
進
歩
や
発
展
に
裏
づ
け
ら
れ
た

「
近
代
」
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
と
、
既
知
の
概
念
や
そ
れ
ま
で
手
の

届
い
て
い
な
か
っ
た
未
知
の
も
の
と
の
折
り
合
い
で
あ
る
。

長
門
峡
に
対
す
る
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
絶
賛
、
永
見
貞
一
ら
に
よ

る
「
筆
征
」
、
長
門
峡
の
賞
揚
、
植
民
地
政
府
に
よ
る
金
剛
山
の

開
発
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
近
代
」
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
未
知
な
る
も
の
」
が

ど
の
よ
う
に
接
触
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。

芸
術
に
せ
よ
地
域
振
興
に
せ
よ
、
近
代
と
い
う
時
代
と
伝
統
的

長
門
峡
が
顕
彰
さ
れ
た
こ
ろ
　（
淺
川
）
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な
も
の
や
未
知
な
る
も
の
と
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
ろ
う
と
し
た

の
か
、
そ
れ
は
凌
駕
で
あ
っ
た
の
か
、
共
生
で
あ
っ
た
の
か
。

長
門
峡
で
展
開
さ
れ
た
観
光
開
発
や
地
域
振
興
を
あ
と
づ
け
る

諸
資
料
は
、
「
綺
麗
」
「
あ
で
や
か
」
「
愉
快
」
「
わ
か
り
や
す
い
」

と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
そ
こ
に
は
、
地
域
で
い
だ
か
れ
た
際
限

の
な
い
期
待
感
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
取
り
巻

く
時
代
の
雰
囲
気
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
と
、
近
代
化
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
輝
か
し
い
未
来
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ

に
横
た
わ
っ
て
い
た
苦
悩
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
る
。

長
門
峡
支
流
域
に
あ
た
る
、
生
雲
渓
・
金
郷
渓
・
漣
渓
、
大
正

末
期
以
降
の
景
勝
地
開
発
の
熱
狂
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

渓
谷
美
が
そ
こ
に
は
今
な
お
存
在
し
て
い
る
。
近
年
、
萩
ジ
オ
パ

ー
ク
構
想
の
推
進
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
渓
谷
は
、
再
び
地
質
学
的

な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

も
、
「
幻
の
観
光
ル
ー
ト
」
「
山
口
県
最
後
の
秘
境
」
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
人
々
の
冒
険
心
を
く
す
ぐ

り
続
け
て
い
る
。

手
が
届
き
そ
う
で
届
か
な
い
、
「
近
代
化
」
を
経
た
の
ち
も
、

自
然
と
人
間
の
ほ
ど
良
い
距
離
感
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
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田
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秋
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花
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』
（
株
式
会
社
文
藝
春
秋
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版
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、
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年
）

・
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